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お母さんの胎盤ベットにくるまりながら無菌で育った赤ちゃんは、誕生ととも
に色んな微生物との共生が始まります。へその緒で繋がってお母さんからも
らっていた栄養は、誕生とともに、お母さんのおっぱいからもらうようになります。
生命の誕生にはダイナミックな環境変化・生理的変化があり、赤ちゃんが無
事にその変化に対応できるよう支えているのは、きっとミルクでしょう。

栄養・病原体防御を中心に展開してきた従来のミルク研究をベースに、
私は、哺乳の意義：どうしてミルクが必要なのか？という大きな問いを掲げ
て研究を進めていきたいです。ミルクの秘密を明らかにすることで、こころが
ちょっと温かくなるような、いのちを育む素晴らしさを発信していけたらと思って
います。以下の概要では、私の手がけるテーマの一つ、ラクトフォリンについて
触れています。
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ミルク、ラクトフォリン、腸内細菌、母子間情報伝達

(1) 産婦人科、保育所等の赤ちゃんの育児に関する研究機関もしくは医療施設・保育施設（２）消化管に関する研究
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1. ラクトフォリン（milk GlyCAM-1）

牛乳に含まれる機能未知のタンパク質であるラクトフォリン。免疫の要となるリン
パ球のホーミング現象を司る分子・血管内皮GlyCAM-1と高い相同性を示すことか
ら、milk GlyCAM-1という別名を持ちます。しかしながら、milk GlyCAM-1には、
血管内皮GlyCAM-1のような生命現象の根幹に関わるような決定的な役割が見つ
かっていません。

２. ラクトフォリンは「細胞の中に入ってから」大活躍する！

ウイルスは自分自身で複製ができません。細胞に侵入し、細胞の複製装置をハイ
ジャックして（細胞に、細胞用タンパク質を作っていると勘違いさせて）子孫を残
します。この複製に関してウイルスも命懸けです。
ところが、あらかじめラクトフォリンを与えた細胞に、その後、ウイルス感染を行
うと、どういうわけか、ウイルスの企み（ハイジャック）は失敗に終わることを見
出しました。抗体やラクトフェリン（Lf）ではこのような効果は見られません。ラ
クトフォリンは、細胞に侵入してきた賢いウイルスから、どうやって細胞を守って
いるのでしょうか(上図)。
難しい問いですが、この謎が解けたとき、教科書を書き換えるような、ミルクの新
しい役割が見えてくるはずです。

ミルク・腸内細菌・消化管との関係性-どのように始まるのか？-
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